
十年の経験から言えることは、パントマイム芸術は生活の普段の観察に基礎をおく
ものであること、このフォルムは他の芸術のフォルムと区別できるものであること
です。南米、イスラエル、北アフリカからヨーロッパまで、とくに最近のドイツ巡
演など、これらの国々の大衆と堅く結びついたのは、時代が、日々平和と戦争が格
闘しあい、人類が未来に不安をもっている時代だからで、私にとっては、現代にお
けるじぶんの芸術フォルムを未来にむけて創造的にのばしていく刺激でしたね。
芸術が高い水準に立っていられるのはどういう場合かといえば、その力が民族の深
い根から出ている、芸術家をしてじぶんをこえた人間の喜びと教訓へ高める、そし
て遠くを照らし、どこの国へいってもみんなが興味をもったという反響をみいだす、
そういった場合だけなのです。
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